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研究成果の概要（和文）：本計画は、全国の高校・大学教員と協力し、歴史学各分野の最新の研究成果について、(1)
教員用（高大両方）の解説・教材・用語集を作成する。(2)各高校や他大学の教養教育の状況も踏まえて、最終的には
大学教養課程向けの世界史教科書を作成する、などを目標とした。成果として各種解説などを収めた報告書を計６冊刊
行し、計画終了直後には教科書『市民のための世界史』も刊行したほか、全国歴史教育研究協議会や神奈川・北海道な
ど各地の高校教員組織、福岡大・東南アジア学会などの大学・学会、堺市など自治体、さらに韓国・中国やアメリカの
専門家との交流といったさまざまな相手との歴史教育をめぐる共同研究や討議を推進した。

研究成果の概要（英文）：In a nation-wide (and partly international) cooperation with high-school and unive
rsity teachers, we aimed at compiling history teachers' (of both high schools and universities) handbooks 
and teaching materials, and a textbook of world history for liberal arts level. Based on the latest resear
ch achievements and situations of high-school and liberal arts educations, we published six data papers in
cluding various commentaries and reports, and finally published a textbook of world history entitled "A Wo
rld History for Citizens".  Along with these publications, we undertook joint research and discussions reg
arding history education with various counterparts such as national and local (Kanagawa, Hokkaido and so f
orth) organizations of high school teachers, universities and research societies (Fukuoka University, Japa
n Society for Southeast Asian Studies), local government (Sakai city), and foreign scholars from South Kor
ea, China and the United States for instance. 

研究分野：

科研費の分科・細目：
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
カリキュラムや入試の矛盾のため、日本の若
者の歴史の素養は、近年大きく後退した。専
門研究の多様化の一方でのタコツボ化は、こ
の教育の危機に拍車をかけている。中等教育
だけでなく、教養教育や教員養成など大学側
も含めた取り組みなしには、この事態を克服
することは困難である。これに対し大阪大学
では、長期的な高大連携のもとで、最新の研
究成果をコンパクトにバランスよく教育現
場（高校・大学その他）に提供するための解
説、教材作りなどの活動を展開してきた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、全国の高校・大学教員の協力をえ
ながら、一方で大阪大学史学系が強みをもつ
グローバルヒストリーなどの分野、他方で文
理融合型の環境史など最近注目されている
新分野の要点をまとめ、解説・用語事項集な
どを作成するとともに、高校時代に系統的な
歴史の学習をおこなえなかった学生（および
市民）に向けて、教養課程レベルの世界史教
科書を編集・出版することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
高大連携による大阪大学歴史研究会の月例
会を中心に、最初の２年間はほぼ学期ごとに
テーマを決めて解説・用語事項リストの提示
や授業実践の報告をおこない、報告書や HP
上で逐次公表した。３年目はこれらをもとに
大学教養課程用教科書の編集に向けた章立
てや内容の討論を進めた。そのほか、各地の
高校教員組織や大学、国内外の学会に向けて
の成果発信や研究交流を推進し、そこでえた
反応や情報も、報告書・教科書等に盛り込む
ことにつとめた。 
 
４．研究成果 
(1)3 年間で月例会・特別例会合わせて 30 回
の研究会を開催し、グローバルヒストリー、
中央ユーラシア史、世界史と日本史の統合、
環境史と科学技術史、ジェンダー史と家族史、
新しい文化史などテーマ別の研究発表・解説
と実践報告、教養課程用教科書の書き方、大
学での歴史教育のありかたについての提
案・討議などをおこなった。また全国主要大
学の教養課程における世界史教育の動向を、
シラバス調査とアンケートにより調査した。 
(2)以上の成果を、計６冊の報告書、HP 上の
資料などのかたちで公表したほか、アメリカ
世界史学会（WHA）北京大会、アジア世界史
学会（AAWH）ソウル大会などの国際学会を含
む多くの学会、全国歴史教育研究協議会（全
歴研）を含む高校教員の研究組織、各地域や
大学の高大連携活動、さらに日本学術会議史
学委員会の高校歴史教育分科会といったさ
まざまな場で紹介・討議し、最後にそれらか
らのフィードバックも盛り込みながら、教養
課程用教科書『市民のための世界史』を計画
終了直後に完成させることができた。 

(3)以上の活動には分担者・連携研究者や高
校教員の研究協力者以外に、ポスドク・大学
院生を特任研究員などのかたちで参画させ、
研究会には一般院生の参加も奨励した。その
結果、教員志望の院生が新しい教育内容を理
解できただけでなく、研究者志望の院生・ポ
スドクが歴史学界全体の動きをとらえる広
い視野と、その中に自分の研究を位置づけ専
門外に向けて発信する能力を身につけるた
めのノウハウ開発という点で、大きな成果が
あがった。その一部は、院生向け授業・研究
指導や、当該若手研究者の執筆・教育活動を
通じて公開されつつある。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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